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今月のキーワード今月のキーワード
ＩＲ認定「７つの条件」②
（審査結果報告書から抜粋）

④地盤沈下について…液状化対策について…土壌汚染について（防災減災対策、サイバーセキュリティはじめ、
対応策を十分に、幅広に検討しておくこと）　⑤地域との十分な双方向の対話の場を設け、地域との良好な関係
構築に継続的に努めること　⑥十分な依存防止対策のための措置を（実効性を持って取り組むこと）　⑦区域整
備計画の着実な実施及び適時必要な見直しを行うこと

今月のキーワード今月のキーワード
ＩＲ認定「７つの条件」①
（審査結果報告書から抜粋）

①カジノ施設やＩＲ全体の建築物のデザインについて（ゲーム没入感抑止の観点から時間が把握しやすい自然光
がはいるように）　②特定複合観光施設区域の整備による効果の推計に関して（来訪者下振れの懸念・過大推計
のおそれのある粗さ指摘）　③カジノ事業の収益を十分に非カジノ事業へ投資すること（カジノ収益の割合が高
い・社会的リスクをともない、長期的な潜在的不安定要因となる懸念）

　

昨
年
４
月
に
大
阪
府
・
市
が
申

請
し
た
「
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
計
画
」

を
、
約
１
年
を
経
過
し
た
今
年
４

月
14
日
に
政
府
及
び
国
土
交
通
大

臣
が
「
認
定
」
し
ま
し
た
。
住
民

合
意
も
な
く
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱

え
た
ま
ま
「
認
定
」
し
た
政
府
に

強
く
抗
議
す
る
も
の
で
す
。

　

認
定
ま
で
１
年
も
か
か
っ
た
の

は
、
大
阪
府
民
の
強
い
反
対
運
動

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
住
民
投
票

の
実
施
を
求
め
る
直
接
請
求
署
名

は
21
万
筆
を
超
え
、「
認
定
す
る

な
！
」
の
署
名
は
15
万
５
３
９
６

筆
に
達
し
、
国
土
交
通
省
に
何
度

も
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
認
定
に
は
「
７
つ
の
条

件
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば

「
条
件
付
き
認
定
」
で
す
。
こ
ん

な
ず
さ
ん
な
計
画
を
政
府
が
「
認

定
」
し
た
こ
と
は
、
カ
ジ
ノ
に
反

対
す
る
大
阪
府
民
や
全
国
民
の
意

思
に
反
す
る
も
の
で
す
。

物
価
高
騰
の
影
響
踏
ま
え

物
価
高
騰
の
影
響
踏
ま
え

全
職
員
の
処
遇
改
善
へ

全
職
員
の
処
遇
改
善
へ

　

物
価
高
騰
は
全
職
員
の
生
活
悪
化
を
招

い
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
中
で
、
た
だ
ち

に
処
遇
改
善
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
多
く

の
自
治
体
当
局
が
「
厳
し
い
生
活
実
態
は

認
識
し
て
お
り
、
今
期
の
組
合
要
求
や
交

渉
で
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
改
善

策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」
と
表
明
。
今

期
に
限
り
全
職
員
（
短
期
雇
用
除
く
）
に

一
時
金
（
期
末
手
当
）
の
上
積
み
を
回
答

し
た
当
局
も
。

　

ま
た
、
定
年
引
き
上
げ
に
伴
い
勤
続
40

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ
れ

た
が
、
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
や
格
差

是
正
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
法
改
正
を
求

め
る
大
運
動
に
全
国
で
取
り
組
も
う
と
呼

び
か
け
、
運
動
が
広
が
る
中
、
勤
勉
手
当

支
給
を
可
能
と
す
る
法
改
正
に
至
っ
た
。

　

大
阪
で
は
、
法
改
正
を
待
つ
こ
と
な
く

各
自
治
体
当
局
の
雇
用
者
責
任
を
追
及
す

る
た
た
か
い
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
の
勤
勉
手
当
０
・
１
月
引
き
上
げ
に

あ
た
っ
て
は
会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
０

・
１
月
ま
た
は
０
・
05
月
分
を
期
末
手
当

に
上
乗
せ
さ
せ
た
の
が
10
単
組
。
給
与
改

定
の
４
月
遡
及
も
８
単
組
。
今
年
は
春
闘

交
渉
も
前
倒
し
し
て
雇
い
止
め
を
行
わ
せ

ず
。病
気
休
暇
で
も
格
差
是
正
が
す
す
む
。

　

２
年
目
の
取
り
組
み
が
重
要
。
抜
本
的

年
を
迎
え
る
職
員
も
増
え
る
も
と
で
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
拡
充
の
検
討
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

夏
期
休
暇
は

夏
期
休
暇
は

削
減
を
許
さ
ず

削
減
を
許
さ
ず

　

疲
労
回
復
や
家
族
の
団
ら
ん
に
と
っ
て

夏
期
休
暇
は
重
要
で
す
。「
働
き
方
改

革
」
を
す
す
め
る
と
い
い
な
が
ら
、
夏
期

休
暇
を
削
減
す
る
な
ど
論
外
で
す
。

　

削
減
提
案
が
あ
っ
た
単
組
で
も
削
減
を

許
さ
ず
、
逆
に
会
計
年
度
任
用
職
員
の
夏

期
休
暇
の
日
数
を
増
や
し
た
単
組
も
あ
り

ま
す
。

な
法
改
正
を
求
め
る
運
動
を
広
げ
よ
う
。

新
し
い
仲
間
を

新
し
い
仲
間
を

自
治
労
連
に
迎
え
入
れ
よ
う

自
治
労
連
に
迎
え
入
れ
よ
う

大
阪
自
治
労
連

大
阪
自
治
労
連

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

尾
﨑　

一
美

尾
﨑　

一
美
ささ
んん

　

こ
の
春
、
大
阪
自
治
労
連
は
仲
間
づ
く

り
の
運
動
を
呼
び
か
け
た
。

　

未
加
入
者
か
ら
の
相
談
に
真し
ん

摯し

に
対
応

す
る
中
で
２
人
が
加
入
し
た
り
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
た
め
に
保
育
運
動
を
す
す
め

て
い
る
組
合
員
の
姿
勢
を
見
て
加
入
し
た

り
、「
１
年
間
見
極
め
て
自
治
労
連
を
選

ん
だ
」
と
採
用
２
年
目
の
仲
間
が
加
入
届

を
持
参
し
た
り
、
管
理
職
が
再
任
用
職
員

に
な
っ
た
の
を
機
に
再
加
入
し
た
り
。
青

年
部
が
大
型
紙
芝
居
を
使
っ
て
組
合
説
明

会
を
行
い
90
人
近
く
の
新
規
採
用
者
が
加

入
す
る
な
ど
、
呼
び
か
け
に
応
え
、
仲
間

が
増
え
て
い
る
。

　

「
大
阪
青
年
会
議
」
で
７
月
頃
に
新
歓

交
流
会
を
企
画
。
新
し
い
仲
間
と
の
出
会

い
、
と
も
に
信
頼
し
て
共
感
で
き
る
交
流

の
場
な
ど
青
年
の
期
待
に
応
え
た
い
。

維
新
政
治
の
転
換
へ

維
新
政
治
の
転
換
へ

全
国
か
ら
の
支
援
を

全
国
か
ら
の
支
援
を

大
阪
自
治
労
連

大
阪
自
治
労
連

書
記
長

書
記
長仁

木　

将

仁
木　

将
ささ
んん

　

ま
ず
、
大
阪
府
知
事
選
挙
へ
の
全
国
か

ら
の
支
援
に
感
謝
す
る
。引
き
続
き
、堺
学

童
、
枚
方
市
職
労
、
門
真
市
職
労
の
た
た

か
い
へ
の
支
援
、
カ
ジ
ノ
誘
致
を
止
め
る

た
め
の
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

統
一
地
方
選
挙
の
結
果
、
大
阪
で
は

「
維
新
の
会
」
公
認
の
首
長
が
44
自
治
体

の
う
ち
20
に
な
り
、
地
方
議
会
議
員
が
全

国
で
７
７
５
人
、
近
畿
で
５
０
５
人
に
増

え
た
が
、「
公
共
の
再
生
」
を
訴
え
る
た

つ
み
候
補
の
主
張
は
職
場
の
要
求
と
重
な

り
、「
私
た
ち
の
思
い
を
す
べ
て
言
っ
て
く

れ
た
」
と
心
に
刺
さ
っ
た
。
４
年
後
に
向

け
、
住
民
と
共
同
し
て
「
希
望
あ
る
ま
ち

へ
、大
阪
を
か
え
る
」
運
動
を
す
す
め
る
。

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
に
伴
う

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
に
伴
う

会
計
年
度
任
用
職
員
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の

病
気
休
暇
等
を
改
善

病
気
休
暇
等
を
改
善

　

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
に
伴
い
特
別
休
暇
な

ど
が
廃
止
さ
れ
る
も
と
で
、
も
と
も
と
病

気
休
暇
が
少
な
い
か
無
給
と
い
う
会
計
年

度
任
用
職
員
の
病
気
休
暇
格
差
是
正
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
た
か
い
の
中
で
、
無
給
30
日
の
病
気

休
暇
の
う
ち
10
日
を
有
給
と
さ
せ
た
り
、

有
給
12
日
を
14
日
に
拡
大
さ
せ
た
り
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
子
の
看
護
休
暇
及
び

病
気
休
暇
の
改
善
を
表
明
さ
せ
た
り
、
コ

ロ
ナ
も
含
む
感
染
症
休
暇
に
改
善
さ
せ
た

り
、
あ
わ
せ
て
10
単
組
以
上
が
改
善
を
勝

ち
取
っ
て
い
ま
す
。

法
改
正
や
総
務
省
通
知
を

法
改
正
や
総
務
省
通
知
を

踏
ま
え
た
会
計
年
度
任
用
職
員

踏
ま
え
た
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
へ

の
処
遇
改
善
へ

　

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
支

給
を
可
能
と
す
る
地
方
自
治
法
が
改
正
さ

れ
、
少
な
く
と
も
来
年
４
月
か
ら
正
規
職

員
と
同
じ
月
数
で
支
給
す
る
こ
と
を
求
め

る
中
で
、
来
年
度
支
給
に
向
け
て
準
備
を

す
す
め
る
と
い
う
回
答
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
総
務
省
通
知
を
踏
ま
え
、
国
家

公
務
員
の
非
常
勤
職
員
と
同
様
に
会
計
年

度
任
用
職
員
の
賃
上
げ
も
４
月
遡
及
を
基

本
と
考
え
る
と
い
う
回
答
も
出
始
め
て
い

ま
す
。

貴重貴重なな成果引き出す成果引き出す

格
差
是
正
と
仲
間
づ
く
り

格
差
是
正
と
仲
間
づ
く
り

公
共
を
住
民
の
手
に
取
り
戻
す
運
動
を

公
共
を
住
民
の
手
に
取
り
戻
す
運
動
を

衛都連各単組が衛都連各単組が
夏期一時金闘争で奮闘夏期一時金闘争で奮闘

自
治
労
連
第
65
回
中
央
委
員
会
で
大
阪
か
ら
全
国
へ

定年引き上げに伴う
 リフレッシュ休暇の拡充

コロナ５類移行に伴う会計年度任用職員の
 病気休暇等の改善など

カジノは
止められる！
国と府・大阪市への国と府・大阪市への

要請署名を拡げてください要請署名を拡げてください

　

今
後
、「
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
計
画
」

に
よ
る
「
実
施
協
定
の
締
結
」
と

「
認
可
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
カ
ジ
ノ
免
許
申

請
」
や
「
カ
ジ
ノ
免
許
付
与
」
な

ど
、
い
く
つ
も
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
強
引

に
す
す
め
れ
ば
、
多
く
の
矛
盾
が

噴
き
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

カ
ジ
ノ
は
人
の
不
幸
の
上
に
成

り
立
ち
ま
す
。
利
益
の
た
め
に
人

の
人
生
を
踏
み
台
に
す
る
カ
ジ
ノ

で
、
大
阪
経
済
の
成
長
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

国
と
大
阪
府
・
市
あ
て
の
新
た

な
署
名
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
「
大
阪
の
カ

ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
計
画
」
の
中
止
が
実
現

す
る
ま
で
、
世
論
を
拡
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　衛都連は５月25日を山場として夏期一時金要求の実現をめざす統
一闘争を行い、各単組の粘り強い奮闘で、貴重な成果を引き出して
います。これを確信に、大阪自治労連すべての単組で、６月からの
予算・人員闘争、そして賃金確定・年末一時金闘争でも大いに奮闘
しましょう。

　

自
治
労
連
が
第
65
回
中
央
委
員
会
を
５
月
19
日
〜
20
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
も
３
人
が
発
言
し
て
討
論
に
参
加
。

こ
の
間
の
大
阪
に
お
け
る
取
り
組
み
の
教
訓
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
執
行
部
の
提
案
を
補
強
し
ま
し
た
。

雇
用
継
続
と
格
差
是
正
に
向
け
た

雇
用
継
続
と
格
差
是
正
に
向
け
た

２
年
目
の
運
動
が
重
要

２
年
目
の
運
動
が
重
要
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連
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